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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月22日(2016.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿台に載置された原稿からイメージセンサによって画像を読取らせる画像読取制御装
置であって、
　前記原稿のサイズを入力する入力手段と、
　前記入力手段により入力されたサイズに基づいて前記イメージセンサによる読取範囲を
設定する設定手段と、
　前記イメージセンサを用いて前記設定手段により設定された読取範囲の原稿を読取るよ
う制御する制御手段と、
　該読取によって得られた読取領域から複数の領域それぞれの画像の特性を比較する比較
手段と、
　前記比較手段による比較の結果に従って、残りの画像を読取るかどうかを決定する決定
手段とを有し、
　前記制御手段は、前記決定手段により前記残りの画像を読取ると決定した場合には、前
記イメージセンサを用いて前記残りの画像を読取るよう制御し、前記決定手段により前記
残りの画像の読取りを行わないと決定した場合には、前記イメージセンサによる読取を中
止するよう制御することを特徴とする画像読取制御装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記設定手段により設定された読取範囲が前記イメージセンサによる
読取可能な範囲であるかどうかを調べ、前記読取範囲が前記読取可能な範囲であると判断
された場合には、前記原稿を読取るよう制御することを特徴とする請求項１に記載の画像
読取制御装置。
【請求項３】
　前記入力手段はさらに前記原稿の載置方向を入力し、
　前記入力手段により入力された前記原稿の載置方向と前記原稿台に載置された前記原稿
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の載置方向とが一致しない場合には、ユーザに原稿を回転して載置するよう通知する通知
手段をさらに有することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像読取制御装置。
【請求項４】
　前記画像の特性は、予め定められたサイズの複数の領域それぞれから得られる各画素の
輝度値に関し、対応する位置の輝度値の差の二乗平均、差の絶対値の平均や相関、共分散
のいずれかを含むことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像読取制御
装置。
【請求項５】
　前記設定手段は、前記読取範囲を、前記入力手段により入力された原稿のサイズの長辺
と短辺に基づいて設定することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像
読取制御装置。
【請求項６】
　原稿台に載置された原稿からイメージセンサによって画像を読取らせる画像読取制御装
置であって、
　前記原稿のサイズを入力する入力手段と、
　前記入力手段により入力されたサイズに基づいて前記イメージセンサによる読取範囲を
設定する設定手段と、
　前記イメージセンサを用いて前記設定手段により設定された読取範囲の原稿を読取るよ
う制御する制御手段と、
　該読取によって得られた読取領域から複数の領域それぞれの画像の特性を比較する比較
手段とを有し、
　前記制御手段は、前記比較手段による比較結果に従って、前記イメージセンサによる前
記設定手段により設定された読取範囲の読取を中止するよう制御することを特徴とする画
像読取制御装置。
【請求項７】
　前記比較手段による比較結果に従って、残りの画像を読取るかどうかを決定する決定手
段をさらに有し、
　前記制御手段は、前記決定手段により前記残りの画像を読取ると決定した場合には、前
記イメージセンサを用いて前記残りの画像を読取るよう制御し、前記残りの画像の読取り
を行わないと決定した場合には、前記イメージセンサによる前記設定手段により設定され
た読取範囲の読取を中止するよう制御することを特徴とする請求項６に記載の画像読取制
御装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載の画像読取制御装置と、
　前記原稿台と、
　前記イメージセンサと、
　前記イメージセンサを予め定められた方向に移動させる移動手段と、
　前記原稿からの読取を操作する操作パネルとを有することを特徴とする画像読取装置。
【請求項９】
　前記原稿をカバーする原稿カバーをさらに有し、
　前記原稿カバーの裏面には前記原稿を圧接する圧着プラテンが設けられており、
　前記原稿の読取りにおいて、前記イメージセンサは前記設定手段により設定された読取
範囲に従って、前記原稿、又は、前記圧着プラテンの表面を読取ることを特徴とする請求
項８に記載の画像読取装置。
【請求項１０】
　前記圧着プラテンの表面を読取ることで得られる輝度値の輝度分布は均一となる特性を
もつことを特徴とする請求項９に記載の画像読取装置。
【請求項１１】
　前記原稿は前記原稿台の端に突き当てて載置され、
　前記原稿の読取りは前記突き当てた前記原稿台の端から前記移動手段により前記イメー
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ジセンサを移動させることで行われることを特徴とする請求項８乃至１０のいずれか１項
に記載の画像読取装置。
【請求項１２】
　前記画像読取制御装置は、ホスト装置を含み、
　前記ホスト装置は、ユーザに対して画像読取に関するメッセージを表示する表示手段を
有することを特徴とする請求項１に記載の画像読取制御装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載の画像読取制御装置の各手段としてコンピュータ
を機能させるためのプログラム。
【請求項１４】
　原稿台に載置された原稿からイメージセンサによって画像を読取るように制御する画像
読取制御装置の画像読取制御方法であって、
　前記原稿のサイズを入力する入力工程と、
　前記入力工程において入力されたサイズに基づいて前記イメージセンサによる読取範囲
を設定する設定工程と、
　前記イメージセンサを用いて前記設定工程において設定された読取範囲の原稿を読取る
よう制御する制御工程と、
　該読取によって得られた読取領域から複数の領域それぞれの画像の特性を比較する比較
工程と、
　前記比較工程における比較の結果に従って、残りの画像を読取るかどうかを決定する決
定工程とを有し、
　前記制御工程は、前記決定工程において前記残りの画像を読取ると決定した場合には、
前記イメージセンサを用いて前記残りの画像を読取るよう制御し、前記決定工程において
前記残りの画像の読取りを行わないと決定した場合には、前記イメージセンサによる読取
を中止するよう制御することを特徴とする画像読取制御方法。
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